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[摘要／Abstract] 
Elementary school students, a young licensed teacher and university students were the target of this study. This 
study aimed to design a system for teacher training in which included collaboration and communication between an 
elementary school and a university. The university students (aimed to be teachers) understood the needs in schools 
and to explored better methods for conducting physical education classes with elementary school teacher. 
Additionally, it aimed to examine the educational effects of the program through elementary school students’ sport 
competence, formative evaluation, and reports from university students and an elementary school teacher. The 
results revealed that, concerning elementary school students’ “perception of sports competence level” (e.g., “I can do 
physical activities well,” “I have confidence in my physical abilities”and “total score” ) increased significantly after 
the prellball class. With reference to formative evaluations, both “motivation/interest” and “cooperation” were high, 
and all dimensions reached their highest score in the final class of the prellball class. The university students felt 
close to their elementary students, explored materials and the teachers’ methods, and embraced the desire to become 
teachers and try out these new techniques. The elementary school teachers were able to share elementary students’ 
struggles and successes with the class using the videos provided by university students, and elementary students’ 
used this understanding to improve their prellball skills. The above results suggest that a system for teacher training 
in which included collaboration and communication between an elementary school and a university—is 
advantageous for elementary students, university students, and young licensed teachers. 
 
キーワード：運動有能感，形成的授業評価，運動が苦手な児童, 共育 



















































































た。小学校は T 大学を卒業し，教職歴 5 年目の女性
教諭（以下 C 教諭とする）が担当し，大学は教職課



























を参考に，将来教師を志望する 4 年生 1 名が，
運動有能感の高まりが見られる場面の映像をト

























2019 年（令和元年）11 月 5 日から 11 月 21 日に
かけて，プレルボールの授業実践を行った。対象は，
富山県 A 小学校 3 年生 B 組 32 名（男子 16 名，女
子 16 名）であった。 
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の 3 因子，全 12 項目で構成されており，各項目に


























































した 2名の児童を除く 30名とした（回答率 93.8％）。
形成的授業評価の分析対象は全授業を欠席した 1 名
の児童を除く 31 名とした（回答率 96.8％）。授業前
後の平均値の比較は IBM SPSS Statistics26 を用い


































図 3 より，運動学習場面は 3 時間目に減少し，そ
の後時間経過に伴って漸増した。認知学習場面は 2














項目 授業前 授業後 t 値 
1 運動がよくできる 4.07 4.27  2.26＊ 
2 運動は上手にできる 3.98 4.00 0.40 
3 練習すれば記録が 
伸びると思う 
4.03 4.30 1.68 
4 頑張れば運動は 
上手になる 
4.27 4.33 0.47 
5 先生が応援してくれる 4.07 4.50 2.28＊ 
6 仲間が応援してくれる 4.07 4.37 1.33 
7 誘ってくれる友達が 
いる 
3.63 3.93 1.39 
8 見本として選ばれる 2.73 3.43 3.88＊ 
9 一緒に運動する友達が
いる 
4.10 4.34 0.98 
10 運動が得意である 4.07 4.30 1.76 
11 難しい運動も頑張れ
ばできると思う 
4.21 4.31 0.65 
12 あきらめないで練習
すればできると思う
4.07 4.40 1.54 
因子 授業前 授業後 t 値 
身体的有能さの認知 14.80 16.00  3.07＊ 
統制感 16.53 17.20 1.49 
受容感 15.90 17.00 1.63 
























































点を入れると 2 点取得できる，2 点マンとな
る。 
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が認められた。点数が上がった児童の割合は，「身体
的有能さの認知」は 60%（18 名），「統制感」は 37%

























あった。 「勝てて嬉しかった」という記述が 12 個，



















































1時間目 2時間目 3時間目 4時間目 5時間目 6時間目
成果 2.40 2.65 2.48 2.38 2.69 2.73
意欲関心 2.82 2.83 2.83 2.78 2.80 2.93
学び方 2.81 2.83 2.57 2.66 2.78 2.90
協力 2.82 2.79 2.79 2.63 2.82 2.90



































3.2.6. 運動が苦手な児童 D の授業前後の変化 




表 5 と表 6 は，児童 D の触球数の変化を示したも
のである。表 5 より，ペア練習でボールに触れた回
数は 10 回～54 回，成功率は 50％から約 80％であっ
た。試合では，ビデオに不具合があり撮影できなかっ





く時間が増え，触球数も 10 回と減少した。表 6 は，
児童 D の「キャッチなしプレル」の触球数を示した
ものである。4 時間目は成功率が 16.7％であったが，
6 時間目は 75%まで向上した。試合では，4 時間目
に実施することはなかったが，5 時間目と 6 時間目
に実施し，50％と 75％の成功率となった。 
 
表 5．児童 D の全触球数 
ペア練習 試合 
時間
実施数 成功数 成功率 実施数 成功数 成功率
（回） （回） （％） （回） （回） （％）
1 42 28 66.7  
2 54 42 77.8 30 28 93.3 
3 38 23 60.5 36 33 91.7 
4 10 5 50.0 27 26 96.3 
5 22 17 77.3 20 19 95.0 
6 25 19 76.0 39 38 97.4 
 
表 6．児童 D の「キャッチなし片手プレル」の触球数 
ペア練習 試合 
時間
実施数 成功数 成功率 実施数 成功数 成功率
（回） （回） （％） （回） （回） （％）
4 6 1 16.7 実施なし 
5 9 4 44.4 2 1 50 




前後に対面で行う他に，C-Learning と LINE を活
用した。単元後の C-Learning の記事数は 75 編，動
画数は 13 本であった。LINE の記事数は 425 編，





















表 4．児童 D の運動有能感得点の変化 
項目 授業前 授業後
1 運動がよくできる 3 4 
2 運動は上手にできる 2 4 
3 練習すれば記録が伸びると思う 4 5 
4 頑張れば運動は上手になる 3 5 
5 先生が応援してくれる 5 5 
6 仲間が応援してくれる 3 4 
7 誘ってくれる友達がいる 3 3 
8 見本として選ばれる 2 3 
9 一緒に運動する友達がいる 3 5 
10 運動が得意である 3 5 
11 難しい運動も頑張ればできると思う 2 5 
12 あきらめないで練習すればできると思う 3 5 
因子 授業前 授業後
身体的有能さの認知 10 16 
統制感 12 20 
受容感 14 17 
合計 36 53 
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時間目は 16.7%であったが 5 時間目は 44.4%，6 時
























童 D と 2 時間目以降のペア練習で毎時間ペアを組
んでいた児童がいた（以下，児童 E とする）。C 教
諭によると，児童 E はクラスでも格別，運動が得意
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